
令和４年度決算報告と町の財政状況

歳入
204億4,004万円

歳出
190億48万円

町税 42.7%（87億3,101万円）
（内訳） 
　町民税 36.1%（31億4,899万円）
　固定資産税 55.5%（48億4,667万円）
　都市計画税 3.6%（3億1,731万円）
　たばこ税 3.4%（2億9,249万円）
　軽自動車税 1.4%（1億2,352万円）
　入湯税 0.0%（203万円）

寄附金 16.3%
（33億2,869万円）

国庫支出金 11.8%
（24億1,707万円）

県支出金 5.7%
（11億5,880万円）

繰越金 6.5%
（13億3,587万円）

地方消費税交付金 5.2%
（10億5,614万円）

諸収入 3.0%
（6億1,837万円）

町債 2.4%
（4億9,050万円）

使用料及び手数料 1.1%
（2億1,829万円）

地方特例交付金 0.4%
（8,502万円）

土木費 9.9%
（18億7,434万円）

衛生費 8.2%
（15億6,213万円）

農林水産業費 3.8%
（7億2,582万円）

消防費 3.7%
（7億276万円）

公債費 2.5%
（4億7,883万円）

民生費 34.7%
（65億9,005万円）

総務費 20.9%
（39億6,141万円）

教育費 13.6%
（25億8,463万円）

歳出の使用目的
民生費…子育て、高齢者・
　　　　障害者福祉、医療など
総務費…役場運営、まちづくり、
　　　　防災、交通安全など
教育費…学校、社会教育、
　　　　文化・スポーツ振興など
衛生費…健康づくり、ごみ処理など
土木費…道路、橋りょう、河川、
　　　　都市計画など
農林水産業費…農業・林業振興など
消防費…消防、救急活動など
公債費…町債の返済

繰入金 2.2%（4億5,983万円）
地方譲与税 0.7%（1億4,975万円）
法人事業税交付金 0.7%（1億3,231万円）
分担金及び負担金 0.3%（6,522万円）
配当割交付金 0.3%（5,305万円）
株式等譲渡所得割交付金 0.2%（3,652万円）
環境性能割交付金 0.2%（3,385万円）
地方交付税 0.1%（2,665万円）
ゴルフ場利用税交付金 0.1%（1,803万円）
財産収入 0.1%（1,765万円）
交通安全対策特別交付金 0.0%（440万円）
利子割交付金 0.0%（302万円）
自動車取得税交付金 0.0%（2千円）

商工費　 1.4%（2億7,369万円）
議会費　 0.7%（1億3,450万円）

労働費 　 0.2%（2,898万円）
諸支出金        0.0%（118万円）

災害復旧費   0.4%（8,216万円）

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
大
切
な
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
令
和
４
年
度
の
決
算
の
概
要
と
町
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
、「
え
こ
た
ん
」

の
解
説
を
交
え
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
令
和
３
年
度
と
比
べ
る
と

歳
入
歳
出
共
に
若
干
増
え
た
ね
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
続
い
て
い

て
、
昨
年
同
様
に
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や

貯
金
（
基
金
）
を
使
い
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
子
育
て
世
帯
の
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
た

よ
。

　

一
方
で
こ
う
た
夏
ま
つ
り
や
産
業
ま
つ
り

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
を
行
い
な
が
ら
復
活
で
き
た
事
業
も
あ
っ

た
よ
。
ま
た
、
将
来
に
必
要
な
事
業
も
積
極

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
ね
。

　

幅
広
い
世
代
の
交
流
と
防
災
の
啓
発
を
行

う
た
め
の
幸
田
南
部
ま
ち
づ
く
り
交
流
拠
点

施
設
の
開
設
や
、
町
の
中
心
的
な
都
市
公
園

で
あ
る
幸
田
中
央
公
園
の
整
備
、
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
島
原
藩
主
深
溝
松
平
家
墓
所
の

保
存
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
よ
。

　

町
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て
、
様
々
な
事

業
が
行
わ
れ
た
ね
。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
に
は
、
６
つ
の
特
別
会

計
と
２
つ
の
公
営
企
業
会
計
が
あ
る
よ
。
特

別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
の
た
め
に
財
布
を

分
け
て
管
理
す
る
会
計
な
ん
だ
っ
て
。
公
営

企
業
会
計
は
水
道
事
業
会
計
と
下
水
道
事
業

会
計
の
こ
と
で
、
町
の
水
道
事
業
と
下
水
道

事
業
は
こ
こ
で
運
営
さ
れ
て
い
る
よ
。
町
の

大
事
な
お
金
は
み
ん
な
の
安
心
し
た
暮
ら
し

の
た
め
に
こ
う
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い
る

よ
。

　
　
　

え
こ
た
ん
の
解
説

一般会計 令
和
４
年
度
決
算
報
告
と
町
の
財
政
状
況

わ
が
町
の
お
金
の
使
い
方
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令和４年度決算報告と町の財政状況

会計名 歳入（a） 歳出（b） 差額（a）－（b）

一 般 会 計 204億4,004万円 190億48万円 14億3,956万円 

特
別
会
計

土 地 取 得 特 別 会 計 10億3,274万円 9億6,817万円 6,457万円 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 31億9,554万円 31億8,837万円 717万円 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5億2,673万円 5億2,575万円 98万円 

介 護 保 険 特 別 会 計 22億9,169万円 22億3,963万円 5,206万円 

幸田駅前土地区画整理事業特別会計 9,512万円 9,512万円 0万円 

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 3億7,384万円 3億7,384万円 0万円 

（
税
抜
き
）

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計
収益的収支 7億9,256万円 6億6,732万円 1億2,524万円 

資本的収支 6,509万円 3億2,049万円 ▲2億5,540万円 

下水道事業会計
収益的収支 6億7,961万円 6億7,031万円 930万円 

資本的収支 4億6,173万円 5億1,712万円 ▲5,539万円 

総　　　　合　　　　計 299億5,469万円 285億6,660万円 13億8,809万円 

46.7 47.2
47.951.4 52.7
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（年度末）

町民1人当たり11万1,872円
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H30 R1 R2 R3 R４
（年度末）

町民1人当たり14万3,737円

（億円）

町債残高の推移
（全会計の合計額）

特集

＊「充当額」とは、その目的のために使った金額のことをいいます。

都市計画税
目的 事業費 充当額

道 路 新 設 改 良 9,210万円 2,535万円

土 地 区 画 整 理 1億470万円 7,093万円

公 共 下 水 道 3億2,626万円 2億2,103万円

合　　計 5億2,306万円 3億1,731万円

入湯税
目的 事業費 充当額

観 光 1,593万円 203万円

地方消費税交付金（社会保障財源分）
目的 事業費 充当額

社 会 福 祉 33億9,682万円 2億7,422万円

児 童 福 祉 31億9,324万円 2億4,123万円

保 健 衛 生 9億3,467万円 7,736万円

合　　計 75億2,473万円 5億9,281万円

森林環境譲与税譲与金
目的 事業費 充当額

林 道 整 備 684万円 661万円

貯
金
と
借
金

　
令
和
４
年
度
末
の
貯
金
（
基
金
）
の
残
高
は

47
億
１
５
２
０
万
円
で
す
。
町
で
は
、
大
幅
な

税
収
減
や
災
害
な
ど
に
備
え
る
「
財
政
調
整
基

金
」（
約
24
億
９
１
３
０
万
円
）
を
は
じ
め
９
つ

の
基
金
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
借
金
（
町
債
）
の
残
高
は
60
億
６
４
３
９
万

円
で
す
。
道
路
や
学
校
な
ど
の
長
期
間
利
用
す

る
施
設
を
造
る
と
き
に
は
、
一
度
に
多
額
の
お

金
が
必
要
で
す
。
こ
の
お
金
を
関
係
機
関
か
ら

借
り
て
財
源
と
す
る
の
が
町
債
で
す
。
町
債
は

町
の
借
金
で
す
が
、
こ
れ
を
適
切
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
建
設
負
担
を
現
世
代
と
将
来
利
用
す

る
世
代
と
で
公
平
に
分
け
あ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

決算状況

目的税と交付金・譲与金の使い道
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令和４年度決算報告と町の財政状況

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、町の令和４年度決算に基づく「健全化判断比率」と「資金
不足比率」をお知らせします。

　令和４年度の一般会計決算額について町民１人当たりの金額を計算し、皆さんになじみやすい家計項目に例えてみ
ました。

　全国の地方公共団体は、毎年度の財政状況を統一的に確認
するために、４つの財政指標である「健全化判断比率」を公
表することが義務付けられています。これらの指標の一つで
も早期健全化基準を超えた場合はイエローカード「早期健全
化団体」となり、財政状況を改善するための計画を作らなけ
ればなりません。町は、いずれの指標も基準を下回りました。

　「資金不足比率」は、公営企業会計における料金収入に対
する資金不足額（赤字額）を確認する指標です。経営健全化
基準を超えた場合は、経営を健全にするための計画を作らな
ければなりません。町には、資金不足を生じた公営企業会計
はありませんでした。

４つの指標で厳しくチェック　健全化判断比率

赤字はありませんか　資金不足比率

４つの指標 健全化判断比率 基準値
実質赤字比率 ― 13.44％
連 結 実 質
赤 字 比 率 ― 18.44％

実 質 公 債 費 
比 率 0.3％ 25.0％

将来負担比率 ― 350.0％
＊「―」の項目は黒字のため、数値が計上されていません。

公営企業会計 資金不足比率 基準値
農業集落排水
事業特別会計 ― 20.0％

水道事業会計 ― 20.0％
下 水 道 事 業 
会 計 ― 20.0％

＊「―」の項目は黒字のため、数値が計上されていません。

給料（町税など） 35万191円
親からの援助 12万2,647円
（国・県支出金など）
ローン（町債） 1万1,626円

合計　　     48万4,464円

食費（人件費）
医療費（扶助費）
ローン返済（公債費）
光熱水費（物件費）
自宅の修繕（維持補修費）
町内会費や募金（補助費等）
貯金（積立金）
投資や運用

（投資及び出資金、貸付金）
仕送り（繰出金）
自宅の増改築

（普通建設、災害復旧費）
来季に支払うお金（繰越明許）
繰越金（実質収支）

9万3,664円
6万7,112円
1万1,349円

11万1,879円
1万2,453円
5万8,006円

291円
7,780円

 
2万4,210円
6万3,600円

 
1,261円

3万2,859円

合計    48万4,464円

収入 支出

　家計と町の財政ではお金の使
い方も規模も違うから単純には
比べられないけど、こうして眺
めると感じがつかめるね。
　この先も、住む人みんなが幸
せを感じられる町でいられるよ
うに、お金を大切に使うことが
重要だよ。

町民１人当たりの金額は、令和４年度の一般会計決算額を総人口 42,191 人（令和５年３月 31日現在の住民基本台帳人口）
で割ることにより計算しました。

町は法律の基準を全部クリアしたよ。これからも健全な財政を心掛けていくよ。

えこたんの解説

えこたんの解説

財政状況を家計に例えてみると？

健全化判断比率と資金不足比率
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令和４年度決算報告と町の財政状況特集

決
算
審
査
報
告

　
幸
田
町
監
査
委
員

大お
お

浦う
ら　
裕ゆ

た
か 

黒く
ろ

木き　
一は

じ
め 

　
決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
書
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令

な
ど
に
準
拠
し
作
成
さ
れ
、
そ
の
計
数
は

正
確
で
、
予
算
の
執
行
は
概
ね
適
正
と
認

め
ら
れ
た
。
財
政
指
標
の
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
に
つ
い
て
も
、
健
全
な
数
値
と
認

め
ら
れ
た
。

　
令
和
４
年
度
決
算
は
、
町
税
全
体
で
増

収
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、
前
年
度
に
近

い
収
入
と
な
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、様
々

な
歳
出
の
増
加
要
因
も
多
く
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
平
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
的

確
な
予
算
配
分
な
ど
を
含
め
、
適
正
な
公

金
支
出
に
心
が
け
、
Ｄ
Ｘ
推
進
を
始
め
、

事
務
事
業
の
在
り
方
に
も
探
求
心
を
持

ち
、
町
の
発
展
や
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
、
一
層
の
職
務
に
精
励
さ

れ
た
い
。

問合せ　財政課 財政グループ　☎（0564）62-1111（内線324）　℻（0564）63-5139

令和４年度の
主な事業

町民の皆さんの未来につながる
暮らしやすいまちづくりに

取り組みました

坂崎保育園改修

飲食店等応援チケット発行

幸田南部まちづくり交流拠点施設

幸田中央公園

出産子育て応援給付金

史跡島原藩主深溝松平家墓所保存整備

見
本
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